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「新型コロナ」やコロナワクチン報道は極端に偏っている 

 

１．戦後最大規模の「薬害」となった「新型コロナ」ワクチン 

 

◆第 69回厚生科学審議会予防接種・ワクチン分科会副反応検討部会、令和３年度第 18 回薬事・

食品衛生審議会薬事分科会医薬品等安全対策部会安全対策調査会（合同開催）資料（2021年 10

月 1日開催） 

 https://www.mhlw.go.jp/stf/shingi2/0000208910_00031.html 

 

＊死亡 ファイザー（資料２－３－１） １１９８人 

 https://www.mhlw.go.jp/content/10601000/000838220.pdf 

＊死亡 モデルナ  （資料２－３－２）    ３５人（まだ接種している人が少ない） 

 https://www.mhlw.go.jp/content/10601000/000838221.pdf 

＊重症者数（男女別Ｐ６他：死亡者含む）（資料２－１－１のＰ６） 

 ４，７４５人（男 1,704人､女 3,041人､不明 9人） 

 https://www.mhlw.go.jp/content/10601000/000838209.pdf 

 

また、（資料２－１－１）の P39－40には「医療機関からの副反応疑い報告について（図表）」が

掲載されているが、2021年 7月以降、報告件数が極めて不自然に減少している（おかしい）。 

 

（10 年前のインフルエンザ・ワクチンの時は、報告された死亡者は 3 人だった、27 人だった、

という２つのネット情報があります。いずれにしても、今回の死亡者にしても重症者数にしても、

桁違いの数字です。そして、報告されていないワクチン接種後まもなくの死亡者や重症者もかな

りの数にのぼるのではないかと推測されます。ワクチン接種は一旦止めるべきです：田中一郎） 

 

２．コロナワクチンの有効率は素人でもわかる「誇大表示」そのもの 

 

◆ワクチンの有効率の計算 

 そもそも「新型コロナ」ワクチンの有効率の計算がおかしいという点については、みなさま既

にご承知でしょうか。念のために下記にその計算方法を略記しておきます。そして、いずれのワ

クチンメーカーもワクチンの有効率に関する臨床結果の詳細を明らかにしていなかったと思い

ます。その妥当性について第三者検証が難しいのです。しかし、そのことと、有効率計算のおか

しさは別問題です。 

 

 ＜計算例＞ 

＊ワクチン接種なし（プラセボ＝偽薬）  20,000人のうち 200人が感染 

＊ワクチン接種             20,000人のうち 10人が感染 

 

 有効率は、（200 人ー10 人）÷200 人で計算して、95％、とされます。しかし、見方を正して
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みると、20,000人の「ワクチン接種なし」で感染した人が 200人、ワクチン接種したら 10人に

なって 190 人減ったので、効果は 190 人÷20,000 人で、0.95％（減少させた）ということでは

ないのでしょうか？ つまり、たいした効果らしい効果はない、ということを示しています。 

 

この数字は架空の数字ですが、実際の数字は、それぞれのワクチンメーカーが、許認可を握る政

府・厚生労働省に提出した臨床結果を明らかにすればすぐにわかる話です（但し、臨床結果の妥

当性は、対象となった人がワクチン接種の「あり」と「なし」に適切に無作為状態で区分されて

いたかどうか、言い換えれば、接種なし、の分類に高リスクの人が集められていなかったかどう

かが厳しくチェックされなければなりません）。しかし、ワクチン、ワクチンと、毎日毎日大騒

ぎをしているマスごみたちが、このワクチンの有効率について、臨床結果の詳細を解説報道した

ものを私は見たことがないのです。つまり、「新型コロナ」ワクチンは、最初からその有効率に

ついても「疑わしい」ということです。（ワクチンの有効性はウィルス変異により益々疑わしい） 

 

３．専門家の言うことは正しいのか？ 

 

◆アストラゼネカ社ワクチンの運び屋ウイルスは、ＤＮＡへの組み込みをしない？ 

 

答：同ワクチンでは、運び屋としてチンパンジーのアデノウイルス(風邪のウイルス)が使われて

います。人の風邪ウイルスは、すでに免疫を持っている人が多く、運び屋としては使えないから

です。多くの専門家は「アデノウイルスはＤＮＡへの組み込みをしないので安心」と述べていま

す。しかし最近の動物実験で、この説は覆されました。結論だけ言えば、組み込みは必ず起こり、

ワクチン接種を 2 回受けると、肝臓だけで 96 か所に組み込みが起こる計算が成り立ちます。つ

まり、このワクチンに含まれるコロナのトゲトゲ蛋白を合成する遺伝子は、あなたのＤＮＡの中

に永久に残ってしまう可能性があるということです（岡田正彦新潟大学名誉教授のサイトより）。 

 

・・・・・・・・・・・ 

（参考）新型コロナ関連情報のご紹介（７）：「岡田正彦新潟大学名誉教授，コロナ，ワクチン，

危険, エビデンス, スパイク, トゲトゲ, ADE」拡充改訂版- いちろうちゃんのブログ 

 http://tyobotyobosiminn.cocolog-nifty.com/blog/2021/09/post-a9ab99.html 

  
「新型コロナ」およびコロナワクチンに関するマスごみ報道は要注意です。極めて偏った報道をしていま

すから、騙されないようにして下さい。下記に参考書を４冊、ご紹介しておきます。まずはこうしたもの

に目を通していただければと思います。既にお送りした私のメール＆ブログもご参考にしていただければ

幸いです。 

 

（１）大丈夫か新型ワクチン 見えてきたコロナワクチンの実態-岡田正彦新潟大学名誉教授著（花伝社） 

（２）医師が教える新型コロナワクチンの正体：本当は怖くない新型コロナウイルスと本当に怖い新型コ

ロナワクチン-内海聡／著（ユサブル） 

（３）ＰＣＲはＲＮＡウイルスの検査に使ってはならない-大橋眞徳島大学名誉教授／著（ヒカルランド） 

・・・・・・ 

（下記は「新型コロナ」騒動が起きる前に書かれたものですが、現代社会におけるワクチンというものの

正体をよく暴いています：母里啓子氏はウィルス学専門の博士） 

（４）もうワクチンはやめなさい：予防接種を打つ前に知っておきたい 33 の真実-母里啓子著（双葉社） 

http://tyobotyobosiminn.cocolog-nifty.com/blog/2021/09/post-a9ab99.html

